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新型コロナウイルス感染症に関する意見・要望等について 

 

 日頃より対策本部におかれては、新型コロナウイルス感染症に対して常に国民目

線に立って丁寧かつ真摯な検討を重ねられ、政府に対する提言等を行っていただく

など積極的にご対応いただき、心から敬意と感謝を申し上げる次第です。 

 標記の件につきましても、時宜を得た適切なご配慮を賜り、重ねて感謝申し上げ

ます。つきましては、当方が常日頃から密接に関わっている団体等から意見・要望

等を聴取しましたので、下記のとおり提出いたします。 

 なお、自民党政務調査会の活動を制約せざるを得ない現下の情勢及び今後目まぐ

るしく変動すると見込まれる諸情勢にかんがみ、今後とも今回のように関係団体等

から随時意見・要望等を聴取し、党本部に提出する機会をいただけることは、民意

を汲み上げて政策に反映する上で極めて有意義な取り組みと思料するところ、引き

続きのご配慮をお願い申し上げます。 

 

記 

 

１．総 論 

（１）全体として、マスクや消毒液等の感染拡大防止物資の早急かつ十分な確保に

対する要請が大きい状況であり、更に強力な諸支援を行うこと。 

（２）特に、小規模事業者に対するテレワーク環境整備に必要な情報通信機器等

（ソフトウェア、サーバー、データベースなど）の整備経費に対する支援を行う



こと。 

（３）農林業のスマート化に関する政策が重点的に推進されているが、自宅にいな

がら農作業や森林施業が可能となる“農林業のテレワーク”も見据えた更なるス

マート農業の導入促進のため、積極的な基盤整備の推進を図ること。 

（４）農林水産業従事者の確保について、外国人労働者不足等に対する他産業従事

者とのマッチングなど、各地での農林水産業従事者の確保を図ること。 

 

 

２．農業分野 

（１）農家所得の減少に対する補てん支援を行うこと。 

・農業従事者の労働力不足（外国人労働者）、農業用生産資材の確保や外食産業

の低迷に伴う農産物の価格・消費の低下による農家所得の減少に対する支援を

要望。 

・感染が発生した地域の農林水産物への風評被害による農家所得の減少に対する

支援を要望。 

・訪日外国人減少に伴う牛肉消費量の減、イベント中止に伴う花卉需要の減など

農産物全体の販売落ち込みによる農家所得の減少に対する支援を要望。 

・営農継続の困難により生じる収入減による農家所得の減少に対する支援を要望。 

 

（２）農業所得の減少等に伴う土地改良区の賦課金収入減に対する対策及び支援を 

うこと。 

・特別賦課金（事業の負担金等に要する農家の賦課金）減に伴う支援措置制度の

創設等の支援を要望。 

・経常賦課金（施設管理費等経常経費に要する農家の賦課金）減に伴う支援措置

制度の創設等の支援を要望。 

 

（３）土地改良施設管理者等の感染対策支援を行うこと。 

・土地改良施設管理等（特に排水機場等）の従事者の感染に対応し、人材と機能

維持の確保に要する支援を要望。 

・期間が限定された取水時期における農業従事者や施設管理者の感染に対応し、

柔軟な水利使用の運用や体制確保に要する支援を要望。 

 

（４）各種共同作業や調整等に対する支援を行うこと。 

・多面的機能支払活動組織の活動（草刈り、泥上げ作業）の停滞に伴う土地改良

区の維持管理業務の増加に対する支援を要望。 

・換地業務、人・農地プランの調整の人が集まって行う業務停滞に対する支援を

要望。 



 

（５）流通等に対する支援を行うこと。 

 ・農畜産物出荷・流通のための、沖縄県や離島発着の航空便の増便若しくは貨物

輸送用のチャータ便の就航に対する支援を要望 

 

（６）麦の輸入不足に対する思い切った対策を講ずること。 

・海外での影響の長期化に対応し、国産麦の増産供給計画を策定することを要望。 

・麦の代替としての米粉の供給を徹底する(備蓄米等を活用した、麺、パン等 

向けの製粉施設の整備、価格の補てん等)ことを要望。 

 

 

３．林業分野 

（１）林業の成長産業化を図る上で、令和２年度は極めて重要な時期に当たることを 

踏まえ、一刻の停滞期間も許されないという危機感の下、全国各地域の状況に応 

じた森林整備等を継続的かつ強力に推進すること。 

 （具体的対応） 

・保安林整備事業の予算確保・拡充 

・都市近郊林・里山林整備事業の実施 

・保育間伐等の集中実施、再造林等の森林整備予算確保・拡充等 

・森林整備が他産業からの雇用の受け皿となるための作業の軽労化や研修など

の条件整備 

・路網整備推進（林内作業道の作設・補修予算の確保・拡充等、林道・林業専用 

道の開設・改良予算の増額・拡充） 

 

（２）木材需要の減退に対応し、国産材需要拡大のための民間建築物への国産材活用

に当たっての思い切った助成を行うなど対策を講ずること。 

 

 

３．水産業分野 

（１）漁業収入安定対策事業基金の更なる大規模な積み増しを行うこと。 

   昨今の不漁問題に加え、コロナウイルス感染症の影響は計り知れず、今回の緊

急経済対策での措置を超えた需要が見込まれることから、大幅な基金積み増しを

要望。 

 

（２）特定水産物供給平準化事業の拡充、推進を図ること。 

水産物流通の事情と本事業創設の趣旨や効果を踏まえ、対象魚種の拡大ととも

に、基金化等を含め運用面で十分な配慮を要望。 

 

（３）今後の情勢が不透明なことを踏まえ、今後も現場のニーズを適宜的確に反映し



た更なる対策を講ずること。 

    感染症対策の長期化が懸念される中で、今後、漁業者等にとって影響が続く恐

れがあることから、今後も現場のニーズに即し、徹底した需要喚起の取組や漁業

者・漁協の経営安定対策など、更なる対策の実施を要望。 

 

４．公共事業分野 

（１）「緊急経済対策」における公共投資に関しては、「上半期の契約目標を定めて早

期執行を図ることにより、景気の下支えに万全を期す」を明記されているが、早期

執行のためには、公共工事の資材・人材不足への対応に万全を期すこと。また、関

係者の感染等による休業等による工事や委託業務の遅延に伴う費用増加分の契約

変更等の対応について確実かつ早期に対応するよう現場に徹底すること。 

 

（２）感染症対策の長期化が懸念される中で、近年の状況から大きな気象災害の発生

が十分想定されることや景気の下支えには公共投資が極めて大きな役割を果たす

ことを踏まえ、「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」の延長ととも

に更なる補正予算において大幅な予算追加を行うこと。 

 

（３）特に農業農村整備、治山、森林整備、水産基盤整備等の農林水産関係の公共事

業においては、中山間地域等の条件不利な地域の景気の下支えにも大きな効果を

有することから、予算を重点的に確保すること。また、農林水産の公共事業は比較

的開放度の高い空間で事業を実施することから、人材供給の柔軟な対応（休業中

の人材や外国人材の柔軟な活用等）を検討すること。 

 

５．その他 

  政府の「緊急事態宣言」発出のタイミングや「緊急経済対策」の内容に対する意

見が多く聞かれます。特に、マスク２枚配布に対する批判、一律給付でなく選別交

付としたことに対する批判、休業要請と補償の関係等々、政府の対応、対策に対し

て与党自民党議員として国民にどのように説明するのかについて、想定問答形式で

整理いただくと有効に活用可能と考えますので、ご検討方宜しくお願いいたします。 


